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11　　

　

昨
年
度
の
『
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
』（
28
号
）
所
載
の
拙

稿
「
謡
本
か
ら
見
た
梅
若
家
と
観
世
喜
之
家
─
近
代
観
世
流
の
節

付
改
革
」
に
お
い
て
筆
者
は
、
近
代
に
出
版
さ
れ
た
初
め
て
の
直

シ
入
り
謡
本
と
し
て
、
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
刊
行
の
梅
若

派
の
謡
本
を
紹
介
し
た（

（
（

。
本
稿
は
、
そ
の
際
不
明
と
し
た
刊
行
者

「
小 

梅
洲
」
に
つ
い
て
、
そ
の
後
に
判
明
し
た
資
料
を
紹
介
し
補

説
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

文
献
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
漢
字
旧
字
体
を
新
字
体
に
変
え

え
る
な
ど
変
更
を
加
え
た
部
分
が
あ
る
こ
と
を
断
り
お
く
。
ま
た

文
中
の
年
齢
は
全
て
数
え
年
で
あ
る
。

梅
若
派
謡
本
刊
行
者
「
小 

梅
洲
」

高　

橋　

葉　

子

一
、
初
世
梅
若
実
門
人
、
小
川
勘
助

　

明
治
一
八
年
一
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
梅
若
派
謡
本
は
、
近
代
初

の
直
シ
入
り
謡
本
で
あ
り
、
以
後
の
節
付
改
革
の
嚆
矢
と
な
っ
た

本
で
あ
る
。
前
稿
と
重
複
す
る
が
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
奥
書
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

右
之
本
者
有
志
諸
君
之
依
頼
に
よ
り
百
部
限
り
令
集
冊
畢

明
治
一
八
年
一
一
月　

小 

梅
洲
（
朱
印
「
寶
川
居
士
」）
筆

写　

梅
若
馥

す
な
わ
ち
こ
の
謡
本
は
、「
小 

梅
洲
」（
以
下
梅
洲
）
を
名
乗
る
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人
物
が
、
有
志
の
声
に
こ
た
え
、
梅
若
の
分
家
の
一
で
あ
る
七
郎

兵
衛
薫
家
の
長
、
梅
若
薫
（
馥･

馨
）
の
執
筆
を
仰
い
で
謡
本
を

製
作
し
、
限
定
出
版
し
た
も
の
で
、
内
外
別
二
百
番
に
神
歌
・
仲

光
・
梅
を
加
え
た
揃
本
で
あ
る
。
節
付
が
詳
細
な
上
、
ま
と
ま
っ

た
謡
本
と
し
て
は
初
め
て
の
石
版
印
刷
（
印
刷
所
は
大
山
周
三
）

に
よ
り
版
面
が
鮮
明
で
美
し
く
「
当
時
の
も
の
と
し
て
は
質
的
に

卓
越
し
た
謡
本
」（
表
章
『
鴻
山
文
庫
本
の
研
究
─
謡
本
の
部（

（
（

』）

と
評
価
さ
れ
る
本
で
あ
る
。
丸
岡
桂
は
、「
観
世
流
謡
本
出
版
年

譜（
（
（

」
に
お
い
て
、「
明
治
に
入
り
て
直
し
入
本
の
出
版
せ
ら
れ
た

る
嚆
矢
に
て
又
石
版
刷
謡
本
の
嚆
矢
な
り
」「
節
付
は
梅
若
実
の

原
本
に
由
り
た
り
」
と
し
た
う
え
で
、
奥
付
に
は
百
部
限
り
と
あ

る
が
、「
故
観
世
清
之
（
謡
本
刊
行
時
の
梅
若
家
当
主
、
五
三
世

梅
若
六
郎
）
の
談
に
よ
れ
ば
実
際
は
二
百
部
印
刷
し
た
る
由
」
と

し
て
い
る
。
丸
岡
と
清
之
の
関
係
か
ら
考
え
て
、
こ
の
情
報
は
信

じ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

執
筆
者
の
梅
若
薫
は
本
名
を
中
川
学
三
郎
と
い
い
、
書
家
中
川

憲
斎（

（
（

の
次
男
で
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
に
七
郎
兵
衛
薫
家
に

養
子
に
入
っ
た
。
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
に
七
七
才
で
没
し
た

と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
養
子
に
入
っ
た
の
は
二
〇
才
、
右
の
謡
本

出
版
時
は
四
八
才
で
あ
る
。
書
家
の
息
子
ら
し
く
能
筆
で
あ
っ
た

と
み
え
、
宮
中
へ
の
献
上
謡
本
を
執
筆
し
た
こ
と
、
謡
に
秀
で
て

地
謡
に
重
用
さ
れ
、
初
世
実
の
信
頼
を
得
て
い
た
こ
と
な
ど
を
、

『
梅
若
実
日
記（

（
（

』（
以
下
『
日
記
』）
等
の
諸
資
料
か
ら
知
る
こ
と

が
で
き
た
。
一
方
、
刊
行
者
で
あ
る
梅
洲
に
つ
い
て
は
、
梅
若
一

門
の
人
物
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
以
外
は
不
明
で
あ
り（

（
（

、
筆

者
は
「
宗
家
の
手
前
、
表
立
つ
こ
と
を
避
け
た
清
之
（
六
郎
）
自

身
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
な
ど
と
、
見
当
は

ず
れ
の
推
測
を
し
た
の
だ
っ
た
。

　

し
か
し
そ
の
後
筆
者
は
、
初
代
梅
若
実
資
料
研
究
会
が
翻
刻
紹

介
し
た
「
梅
若
六
郎
家
蔵
『
門
入
性
名
年
月
扣
』
翻
刻
お
よ
び
人

名
解
説（

（
（

」（
以
下
「
人
名
解
説
」）
に
番
号
籍
3
2
3
と
し
て
立
項

さ
れ
て
い
る
小
川
勘
助
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
梅
洲
そ
の
人
で
あ
る
こ

と
に
気
が
付
い
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
小
川
勘
助
は
初
世
実
か
ら

謡
の
免
状
を
い
く
つ
も
伝
授
さ
れ
て
い
る
の
で
、
同
研
究
会
に

よ
っ
て
翻
刻
紹
介
さ
れ
た
、
梅
若
家
蔵
の
別
の
資
料
『
伝
授
免
状

扣（
（
（

』
に
も
そ
の
名
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
「
人
名
解
説
」
の
当
該
項
目
を
左
に
転
載
し
よ
う
。
最
初

の
太
字
部
分
が
『
門
入
性
名
年
月
扣
』
の
記
事
の
翻
刻
で
、
冒
頭
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の
「
同
廿
五
日
」
と
は
明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
五
月
二
五
日

の
こ
と
で
あ
る
。
続
く
①
以
降
が
同
研
究
会
の
ま
と
め
た
解
説
部

分
で
あ
り
、
番
号
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①
氏
名
な

ど
、
②
生
没
年
な
ど
、
③
経
歴
、
社
会
的
立
場
な
ど
、
④
能
楽
・

梅
若
関
係
の
事
柄
、
⑤
所
属
し
て
い
た
能
の
稽
古
団
体
、
⑥
参
考

文
献
。

資
料
1	

「
梅
若
六
郎
家
蔵
『
門
入
性
名
年
月
扣
』
翻
刻
お
よ
び

人
名
解
説
」

同
廿
五
日
　
同
十
六
年
五
月
勧
進
帳
ヲ
伝
授
致
ス
　

�

茅
場
町
四
番
地
　
小
川
勘
助
　
重
昌
　
宝
川

①
鈴
木
氏
。
小
川
氏
。
名
、
勘
助
・
勘
介
・
重
昌
・
宝

川
・
宝
僊
。
②
元
冶
2
（
1
8
6
5
）
年
2
月
20
日
生
、

没
年
未
詳
。
③
鈴
木
善
助
の
長
男
と
し
て
東
京
に
生
ま
れ

る
。
小
川
氏
を
嗣
ぎ
、
日
本
橋
区
南
茅
場
町
4
丁
目
に
て
染

料
品
商
を
営
む
。
押
上
町
4
6
8
番
に
別
荘
。
④
明
治
17

（
1
8
8
4
）
年
4
月
、
門
人
ら
に
よ
る
初
代
実
の
病
気
見

舞
催
に
お
い
て
発
起
人
を
つ
と
め
、
当
日
出
席
。
18
年
頃
か

ら
横
浜
連
中
の
稽
古
に
も
し
ば
し
ば
参
加
。
20
年
頃
ま
で
稽

古
を
受
け
、
謡
〈
勧
進
帳
〉〈
砧
〉〈
神
歌
〉〈
恋
重
荷
〉〈
卒
都

婆
小
町
〉〈
望
月
〉〈
道
成
寺
〉
な
ど
を
伝
授
さ
れ
た
。
34
年

に
は
〈
玉
取
〉〈
起
請
文
〉
を
許
さ
れ
、
ま
た
紛
失
し
た
〈
勧

進
帳
〉
ほ
か
6
曲
の
免
状
再
発
行
を
受
け
て
い
る
。
⑤
鞍
馬

会
・
愛
宕
会
・
横
浜
養
心
会
。
⑥
日
記
・
明
治
人
名

　

⑥
に
参
考
文
献
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
「
日
記
」
と
は
『
梅
若

実
日
記
』、「
明
治
人
名
」
と
は
一
九
一
一
年
刊
行
の
『
現
代
人
名

辞
典
』
を
後
に
複
製
し
た
『
明
治
人
名
辞
典（

（
（

』
の
こ
と
で
あ
る
。

同
辞
典
の
小
川
勘
助
の
項
目
は
左
の
資
料
2
の
通
り
で
、
分
量
的

に
は
僅
か
で
あ
る
が
、
勘
助
の
出
自
に
関
す
る
基
本
情
報
が
提
供

さ
れ
て
い
る
。

資
料
2	

『
明
治
人
名
辞
典
』

小
川
勘
助
君　

君
は
東
京
の
人
、
鈴
木
善
助
氏
の
長
男
、
慶

応
元
年
二
月
二
十
日
の
出
生
に
し
て
、
後
小
川
氏
を
襲
ぎ
、

染
料
品
商
を
営
む
（
日
本
橋
区
南
茅
場
町
四
電
話
長
浪
花

一
五
六
二
）
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資
料
1
の
解
説
部
分
（
①
か
ら
⑤
）
は
、『
日
記
』
か
ら
の
情

報
に
資
料
2
の
情
報
を
加
え
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。『
日
記
』

を
た
ど
っ
て
見
る
と
、
明
治
一
五
年
五
月
二
五
日
の
条
に
確
か
に

「
小
川
勘
助
門
入
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
後
勘
助
が
複
数
の

謡
会
に
熱
心
に
出
席
し
、
次
々
に
習
物
の
伝
授
を
受
け
て
い
る
記

録
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
中
に
謡
本
奥
書
の
落
款
と
同
じ

「
宝
川
」
の
名
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
元
治
二
年
（
慶
応

元
年
）
の
生
れ
で
あ
る
か
ら
一
八
才
で
の
入
門
で
あ
る
。

　

し
か
し
以
上
の
資
料
に
は
「
梅
洲
」
の
名
は
見
当
た
ら
な
い
。

小
川
勘
助
が
梅
洲
で
あ
る
と
判
明
し
た
き
っ
か
け
は
、
た
ま
た
ま

別
件
の
調
査
に
お
い
て
三
浦
裕
子
氏
か
ら
ご
教
示
（
二
〇
一
七
年

九
月
）
い
た
だ
い
た
、『
謡
曲
名
家
列
伝（

（1
（

』（
以
下
『
列
伝
』）
と

い
う
本
で
あ
っ
た
。
大
正
三
年
刊
の
そ
の
本
に
お
い
て
、
小
川
金

太
郎（

（1
（

と
い
う
人
物
が
梅
洲
の
息
子
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
梅

洲
の
姓
が
小
川
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

金
太
郎
は
昭
和
二
年
刊
の
『
現
代
音
楽
大
観（

（1
（

』（
以
下
『
大
観
』）

に
も
立
項
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
記
事
に
よ
っ
て
小
川
家
の
通
り
名

が
勘
助
で
あ
る
と
判
明
し
、
小
川
梅
洲
と
小
川
勘
助
が
繋
が
っ
た

の
で
あ
る
。
以
下
、『
列
伝
』
と
『
大
観
』
か
ら
小
川
金
太
郎
の

項
目
を
見
て
み
よ
う
。

二
、『
謡
曲
名
家
列
伝
』
と
『
現
代
音
楽
大
観
』

　

二
つ
の
資
料
は
ど
ち
ら
も
長
大
な
の
で
適
宜
省
略
し
て
転
載
し

た
。
…
…
は
省
略
の
印
。
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。

資
料
3	

『
謡
曲
名
家
列
伝
』

小
川
金
太
郎　

観
世
流　

日
本
橋
区
南
茅
場
町

…
…
氏
の
家
は
世
々
海
産
物
問
屋
を
業
と
し
、
黽
勉
以
っ
て

其
実
を
修
め
、
富
裕
の
聞
あ
り
。
…
…
さ
れ
ば
氏
の
祖
父
の

頃
よ
り
身
学
芸
に
志
し
、
人
の
乏
し
き
を
憐
み
、
親
戚
故
旧

に
宜
し
。
其
子
梅
洲
亦
之
を
承
く
、
謡
曲
の
事
は
、
祖
父
観

世
流
を
習
っ
て
略
其
技
に
通
ず
、
梅
洲
の
代
、
明
治
維
新
の

後
に
際
し
て
、
…
…
謡
曲
の
如
き
は
、
殆
ん
ど
顧
る
の
人
な

か
り
き
。
さ
れ
ば
能
楽
の
大
家
、
…
…
富
裕
に
寄
寓
し
て
一

身
を
托
す
る
も
の
も
少
か
ら
ざ
り
き
。
大
正
元
年
老
齢
を

以
っ
て
歿
し
た
る
、
夫
の
梅
若
薫
の
如
き
も
、
実
に
そ
の
一

人
な
り
。
薫
氏
久
し
く
梅
洲
氏
に
寄
食
し
て
、
始
め
て
乏
し

か
ら
ざ
る
を
得
た
り
。
然
れ
ど
も
事
な
く
し
て
日
を
送
る
べ
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か
ら
ざ
る
を
以
っ
て
、
薫
氏
に
謡
本
を
書
か
し
め
、
明
治

十
八
年
十
一
月
に
至
り
て
完
成
す
る
を
得
た
り
。
梅
洲
氏
乃

ち
之
を
印
刷
に
附
し
、
百
部
を
限
り
て
之
を
同
好
の
士
に
頒

ち
、
奥
書
を
し
て
小
梅
洲
と
い
ふ
。
即
ち
小
川
梅
洲
に
し
て

氏
の
父
な
り
。
梅
洲
氏
は
、
中
川
憲
齋
氏
に
学
ん
で
、
書
に

巧
な
り
、
雅
号
を
以
っ
て
聞
え
、
同
好
の
士
に
重
ん
ぜ
ら

る
。
薫
氏
も
謡
曲
の
熟
達
し
て
、
謡
本
を
頗
る
精
良
を
以
っ

て
聞
ゆ
。
百
部
の
内
或
は
散
佚
し
、
若
し
坊
間
に
顕
は
る
る

事
あ
れ
ば
、
人
争
っ
て
之
を
求
む
。
故
を
以
っ
て
市
価
極
め

て
貴
し
。
…
…

…
…
梅
洲
氏
は
其
在
世
の
時
に
於
て
、
三
氏
（
古
市
公
威
・

三
井
武
之
助
・
林
直
庸
…
筆
者
）
と
同
門
に
し
て
、
謡
曲
の

委
微
し
て
振
は
ざ
る
時
よ
り
、
真
摯
な
る
研
究
者
に
し
て
且

は
共
に
そ
の
名
を
競
へ
る
な
り
。
不
幸
早
世
し
た
る
を
以
っ

て
、
終
に
大
成
し
て
、
盛
時
に
錚
々
の
名
を
博
す
る
を
得
ざ

り
し
の
み
。
今
や
其
名
も
漸
く
湮
滅
に
帰
せ
ん
と
せ
り
。
今

に
し
て
録
し
て
而
し
て
伝
へ
ず
ん
ば
、
誰
か
将
た
之
を
良
く

せ
ん
、
…
…

　

氏
（
金
太
郎
…
筆
者
）
の
父
又
先
代
の
観
世
鉄
之
丞
氏
を

師
と
す
、
礼
を
厚
う
し
て
氏
を
そ
の
家
に
聘
し
、
大
に
同
好

の
士
を
集
め
て
、
謡
曲
の
普
及
を
謀
り
…
…
是
れ
実
に
明
治

三
十
年
の
交
に
し
て
、
能
楽
次
第
に
勃
興
の
機
運
に
向
へ
る

際
な
り
。
…
…

　

氏
は
明
治
十
六
年
の
生
れ
に
し
て
、
春
秋
に
富
む
。
本
業

の
発
展
謡
曲
の
技
能
、
と
も
に
後
来
大
に
見
る
べ
き
も
の
あ

ら
む
、
惟
ふ
に
父
祖
共
に
そ
の
人
あ
り
、
そ
の
因
っ
て
来
る

こ
と
、
決
し
て
偶
然
に
非
ら
ざ
る
を
知
る
。

資
料
4	

『
現
代
音
楽
大
観
』　

小
川
金
太
郎　

東
京
府
下
南
品
川
浅
間
台
一
四
六
四　

電
話

高
輪
四
三
三
番

梅
若
万
三
郎
門
下
の
最
古
参
者
と
し
て
知
ら
れ
て
居
る
君
は

先
代
小
川
勘
助
氏
の
長
男
に
し
て
明
治
十
五
年
十
二
月
十
五

日
日
本
橋
区
南
茅
場
町
四
番
地
に
呱
呱
の
声
を
揚
げ
た
。
家

は
貞
享
年
間
以
来
茅
場
町
に
於
て
代
々
建
築
材
料
商
を
営
み

旧
幕
時
代
は
幕
府
の
御
用
達
を
仰
付
け
ら
れ
て
い
た
由
緒
あ

る
老
舗
で
あ
る
。
…
…
大
正
十
三
年
父
君
の
歿
後
家
督
を
相

続
し
勘
助
の
名
を
襲
ぎ
現
に
建
築
材
料
商
及
び
海
草
問
屋
と
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し
て
繁
昌
し
て
い
る
。
…
…
父
君
が
梅
若
実
翁
門
下
の
愛
好

家
で
あ
っ
た
感
化
を
受
け
て
君
も
亦
幼
少
の
頃
よ
り
斯
道
に

趣
味
を
持
ち
、
父
君
に
就
い
て
手
解
き
を
受
け
た
が
十
八
歳

の
時
梅
若
万
三
郎
師
の
門
下
と
な
っ
て
正
式
に
修
行
を
積
む

こ
と
と
な
っ
た
。
…
…
大
正
十
二
年
大
震
災
前
に
は
乱
曲
の

中
の
巻
を
も
修
め
る
に
至
っ
て
現
在
は
師
範
免
状
を
有
し
て

い
る
が
、
素
人
愛
好
家
に
し
て
師
範
免
状
を
授
与
さ
れ
た
者

は
頗
る
稀
れ
で
あ
る
。（
以
下
略
）

　

小
川
家
の
家
業
を
、
資
料
2
で
は
染
料
商
、
資
料
3
で
は
海
産

物
問
屋
、
資
料
4
で
は
建
築
材
料
商
と
す
る
な
ど
様
々
で
あ
る

が
、
こ
の
点
は
不
問
と
し
た
い
。
資
料
4
に
「
幕
府
の
御
用
達
を

仰
付
け
ら
れ
て
い
た
由
緒
あ
る
老
舗
」
と
あ
る
よ
う
に
、
相
当
な

大
店
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
時
に
よ
り
手
広
く
様
々
な
品
物
を

扱
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

金
太
郎
の
生
年
も
、
資
料
３
と
資
料
４
で
は
若
干
の
違
い
が
あ

る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
横
山
杣
人
編
集
の
「
能
楽
家
過
去
帳

（
其
四
）〈

〈1
〈

」
に
有
力
な
情
報
が
あ
る
。
同
著
の
昭
和
一
三
年
の
物

故
者
欄
に
、「
一
二
月
一
二
日
、
小
川
勘
助
、
五
七
歳
。
高
輪
研

能
会
幹
事
、
梅
若
万
門
下
」
の
一
項
が
あ
り
、
こ
の
「
勘
助
」
が

す
な
わ
ち
金
太
郎
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
数
え
年
と
し

て
逆
算
す
る
と
生
年
は
明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
と
な
る
。
父

勘
助
は
元
冶
二
（
一
八
六
五
）
年
の
生
れ
で
あ
る
か
ら
（
資
料

２
）、
金
太
郎
を
も
う
け
た
の
は
一
八
才
の
時
と
、
か
な
り
弱
年

で
は
あ
る
が
、
明
治
初
期
と
い
う
時
代
を
考
え
れ
ば
十
分
あ
り
得

る
こ
と
だ
ろ
う
。
従
っ
て
資
料
３
、
４
で
金
太
郎
の
父
と
さ
れ
て

い
る
梅
洲
・
勘
助
は
、
資
料
１
の
「
小
川
勘
助
」
と
同
一
人
物
と

判
断
し
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

資
料
３
で
は
明
治
三
〇
年
ご
ろ
に
梅
洲
が
先
代
鉄
之
丞
（
明
治

四
四
年
没
の
五
世
紅
雪
で
あ
ろ
う
）
に
も
師
事
し
て
い
た
と
書
か

れ
て
い
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
梅
洲
は
明
治
三
四
年
に
実
か
ら

乱
曲
な
ど
の
免
状
を
受
け
て
い
る
か
ら
、
師
家
を
変
え
た
わ
け
で

は
な
く
、
一
貫
し
て
実
の
弟
子
で
あ
っ
た
も
の
と
判
断
し
て
お

く
。
梅
洲
は
梅
若
家
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ
っ
た
か
ら
、
鉄
之
丞
と
も

親
し
く
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
有
力
者
ゆ
え
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ

う
が
、
師
弟
関
係
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
謡
会
の
開
催
な
ど
、

当
時
の
能
楽
界
の
鷹
揚
で
活
発
な
状
況
が
窺
え
て
興
味
深
い
。

　

さ
て
、『
列
伝
』（
資
料
3
）
か
ら
、
梅
洲
は
中
川
憲
斎
に
書
を
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学
び
、
憲
斎
の
実
子
で
あ
る
梅
若
薫
を
経
済
的
に
支
え
て
い
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
。「
薫
氏
久
し
く
梅
洲
氏
に
寄
食
し
て
、
始
め
て

乏
し
か
ら
ざ
る
を
得
た
り
」
と
い
う
表
現
を
鵜
呑
み
に
は
で
き
な

い
が
、
少
な
く
と
も
梅
若
一
門
内
で
、
梅
洲
が
薫
の
支
援
者
と
し

て
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
二
人
の
制
作
し
た
謡
本
が
「
頗
る
精
良
」
で
あ
る
た
め
、

人
々
が
こ
ぞ
っ
て
こ
れ
を
求
め
て
「
市
価
極
め
て
貴
し
」
と
い
う

状
態
だ
っ
た
と
い
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
事
実
そ
の
謡
本
は
勝

れ
て
質
の
高
い
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
良
質
の
謡
本
を
刊
行
し
た
人
物
が
、
弱
冠
二
一
才

の
し
か
も
素
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。
初
世
実
に
入
門

し
て
わ
ず
か
三
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
刊
行
実
現
に
は
清
之
の
あ

る
程
度
の
関
与
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
四
八
才
の
梅
若
薫

を
支
援
し
て
筆
を
と
ら
せ
、
当
時
稀
だ
っ
た
石
版
印
刷
を
用
い
る

な
ど
、
梅
洲
は
財
力
と
謡
へ
の
熱
意
に
加
え
て
、
先
見
性
と
進
取

の
気
質
を
備
え
た
人
物
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
明
治
一
七
年
の
初

世
実
の
病
気
見
舞
の
催
し
の
発
起
人
に
も
な
っ
て
お
り
、
若
い
な

が
ら
率
先
力
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
『
列
伝
』
刊
行
時

の
大
正
三
年
に
は
す
で
に
彼
は
歿
し
、
そ
の
名
を
忘
れ
ら
れ
つ
つ

あ
っ
た
よ
う
だ
。
没
年
は
不
明
だ
が
、
遅
く
と
も
四
〇
代
で
の
死

没
と
考
え
ら
れ
（
大
正
三
年
ま
で
生
存
し
た
場
合
で
五
〇
才
）、

『
伝
授
免
状
扣
』
の
記
録
で
は
明
治
三
四
年
（
三
七
才
）
の
〈
起

請
文
〉
と
乱
曲
〈
玉
取
〉
が
最
後
に
な
っ
て
い
る
。

　

更
に
明
治
三
四
年
に
は
清
廉
本
、
同
四
一
年
に
は
観
世
清
之
ら

刊
行
会
に
よ
る
改
訂
謡
本
、
同
四
四
年
に
は
解
説
参
考
謡
本
と
、

新
し
く
改
訂
、
工
夫
さ
れ
た
直
シ
入
り
謡
本
が
次
々
に
出
版
さ
れ

て
、
梅
洲
の
名
前
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
謡
本
自
体
も
忘
れ
ら
れ
つ

つ
あ
っ
た
の
が
現
実
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。『
列
伝
』
の
文
面
に
は
、

近
代
初
の
直
シ
入
り
謡
本
の
出
版
と
維
新
期
の
梅
若
家
へ
の
支
援

と
い
う
梅
洲
の
功
績
を
惜
し
む
気
持
ち
が
あ
り
あ
り
と
出
て
い

る
。
資
料
3
で
省
略
し
た
部
分
に
は
、
こ
の
項
目
本
来
の
金
太
郎

の
紹
介
、
す
な
わ
ち
金
太
郎
が
幼
少
時
か
ら
謡
に
馴
染
み
、
後
に

梅
若
万
三
郎
に
入
門
し
て
す
で
に
「
令
名
高
」
い
こ
と
な
ど
が
綴

ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
分
量
は
父
梅
洲
の
記
事
よ
り
む
し
ろ

少
な
く
、
六
割
以
上
が
梅
洲
の
記
事
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

上
金
太
郎
へ
の
賛
辞
も
ま
た
「
そ
の
因
っ
て
来
る
こ
と
、
決
し
て

偶
然
に
非
ら
ざ
る
」
と
、
父
梅
洲
に
向
け
ら
れ
て
項
目
全
体
が
締

め
く
く
ら
れ
て
い
る
。『
列
伝
』
の
こ
の
よ
う
な
編
集
方
針
に
つ
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い
て
は
、
次
項
で
改
め
て
触
れ
た
い
。

　
『
大
観
』（
資
料
4
）
か
ら
は
、
一
行
目
の
「
先
代
小
川
勘
助
氏

の
長
男
」
と
い
う
記
述
に
よ
り
、
金
太
郎
の
父
梅
洲
が
勘
助
を
名

乗
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、「
大
正
十
三
年
父
君
の

歿
後
」
云
々
の
く
だ
り
は
不
審
だ
。
こ
の
一
文
は
、
大
正
一
三
年

に
父
勘
助
が
亡
く
な
っ
た
の
で
金
太
郎
が
勘
助
の
名
を
継
い
だ
、

と
い
う
意
味
に
読
め
る
が
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
梅
洲
は
『
列

伝
』
が
刊
行
さ
れ
た
大
正
三
年
以
前
に
歿
し
て
い
る
の
で
整
合
し

な
い
。
単
に
年
記
を
誤
っ
た
の
か
、
没
後
一
〇
年
以
上
経
っ
た
大

正
一
三
年
に
名
を
継
い
だ
と
い
う
意
味
な
の
か
定
か
で
な
い
。

　
『
大
観
』
で
は
、
梅
洲
に
つ
い
て
も
謡
本
に
つ
い
て
も
全
く
言

及
さ
れ
て
い
な
い
。『
列
伝
』
の
編
者
の
思
い
も
む
な
し
く
、
こ

の
頃
、
昭
和
初
期
に
は
梅
洲
と
そ
の
謡
本
は
世
間
か
ら
忘
れ
ら
れ

て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。　

三
、
素
人
謡
曲
家
の
記
録　

　

勘
助
と
い
う
人
物
を
想
像
す
る
材
料
と
し
て
も
う
一
つ
、
彼
の

稽
古
歴
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。「
人
名
解
説
」（
資
料
1
）
に
あ

る
通
り
、
勘
助
は
明
治
一
五
年
五
月
、
一
八
才
で
実
の
も
と
に
入

門
し
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
場
合
の
入
門
と
は
、
今
日
し
ば
し
ば

使
わ
れ
る
よ
う
な
、「
あ
る
芸
事
を
初
め
て
習
い
始
め
る
」
と
い

う
意
味
で
は
な
く（

（1
（

、
梅
若
家
の
門
人
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
で

あ
り
、
す
で
に
あ
る
程
度
の
謡
を
習
得
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

勘
助
の
場
合
は
、
入
門
の
一
年
後
に
〈
勧
進
帳
〉
や
〈
砧
〉、
二

年
後
に
は
〈
神
歌
〉〈
恋
重
荷
〉〈
道
成
寺
〉〈
卒
都
婆
小
町
〉
と
、

か
な
り
の
ペ
ー
ス
で
次
々
に
習
物
を
許
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
も
そ

の
は
ず
で
、『
伝
授
免
状
扣
』
に
よ
れ
ば
、
勘
助
は
「
入
門
」
と

同
じ
日
付
で
九
番
習
謡
（
九
番
習
、
九
番
謡
と
も
）
の
免
状
も
伝

受
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
九
番
習
と
は
、〈
当
麻
〉〈
隅
田
川
〉〈
藤

戸
〉〈
大
原
御
幸
〉〈
俊
寛
〉〈
遊
行
柳
〉〈
定
家
〉〈
鉢
木
〉〈
景
清
〉

の
習
物
九
曲
の
こ
と
で
、
等
級
的
に
は
、
こ
の
上
に
は
今
述
べ
た

〈
道
成
寺
〉〈
卒
都
婆
小
町
〉
な
ど
、
現
在
観
世
流
で
「
重
習
」
と

名
付
け
る
十
数
曲
と
乱
曲
を
残
す
の
み
で
あ
る
。
三
浦
裕
子
氏
に

よ
れ
ば
、
九
番
習
謡
の
免
状
は
当
時
の
梅
若
家
で
は
「
謡
を
稽
古

す
る
弟
子
に
最
初
に
発
行
し
た
」
免
状
と
の
こ
と
で〈

〈1
〈

、
大
雑
把
に

言
え
ば
そ
れ
以
下
の
、
数
に
し
て
一
八
〇
曲
ほ
ど
は
免
状
を
取

る
必
要
の
な
い
「
平
物
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
勘
助
は

一
八
才
に
し
て
平
物
の
稽
古
を
一
通
り
終
え
九
番
習
も
許
さ
れ
た
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の
で
あ
る
。
現
代
で
は
玄
人
の
子
弟
以
外
で
は
稀
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
勘
助
が
い
か
に
幼
少
か
ら
熱
心
に
稽
古
を
積
み
、
早
熟
で

あ
っ
た
か
が
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
に
技
量
、
財
力
両
面
で
師
家
を

支
え
る
有
力
素
人
弟
子
が
、
ま
さ
に
「
謡
曲
名
家
」
な
ど
と
呼
ば

れ
、
当
時
の
謡
曲
愛
好
者
の
リ
ー
ド
役
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。

　

観
世
清
之
が
、
梅
洲
刊
行
の
「
百
部
限
定
」
の
謡
本
を
実
際
は

二
百
部
頒
布
し
た
由
、
丸
岡
桂
に
語
っ
た
こ
と
を
す
で
に
紹
介
し

た
。
清
之
は
そ
の
時
「
小 

梅
洲
」
に
つ
い
て
何
か
語
ら
な
か
っ

た
だ
ろ
う
か
。
も
し
彼
が
勘
助
の
貢
献
を
語
り
、
丸
岡
が
「
観
世

流
謡
本
出
版
年
譜
」
に
書
き
留
め
て
い
た
ら
、
小
川
勘
助
の
名
は

謡
本
史
上
に
正
当
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
は
ず
だ
っ
た
。
が
、

今
回
梅
洲
に
つ
い
て
知
り
得
た
の
は
『
謡
曲
名
家
列
伝
』
に
よ
っ

て
で
あ
っ
た
。『
列
伝
』
の
序
文
は
、
そ
の
企
画
の
意
義
に
つ
い

て
、「
明
治
大
正
の
能
楽
界
の
事
は
、
今
日
に
於
て
は
何
人
も
之

を
知
る
と
雖
ど
も
、
後
年
に
至
れ
ば
…
…
悉
く
其
真
相
を
糢
糊
の

中
に
葬
ら
れ
て
」
し
ま
う
で
あ
ろ
う
か
ら
「
後
年
史
家
が
明
治
大

正
の
能
楽
を
伝
へ
ん
と
す
る
に
当
り
、
其
材
料
に
供
ふ
る
」
と

語
っ
て
い
る
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
序
文

で
は
さ
ら
に
、「
茲
に
能
楽
の
歴
史
を
編
纂
す
る
は
一
朝
一
夕
の

業
に
非
ず
と
雖
ど
も
」
と
、
同
書
が
明
治
大
正
の
能
楽
史
の
編
纂

と
し
て
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
が
、
そ
こ
に
収
録
さ
れ

た
「
謡
曲
名
家
」
一
二
〇
名
は
素
人
ば
か
り
で
、
こ
の
時
代
、
素

人
が
い
か
に
謡
曲
の
普
及
に
貢
献
し
た
か
を
物
語
っ
て
余
り
あ

る
。
興
味
深
い
の
は
、
素
人
に
も
か
か
わ
ら
ず

0

0

0

0

0

0

0

、
と
い
っ
た
類
の

表
現
が
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ

で
は
、
優
れ
た
素
人
達
が
近
代
能
楽
史
を
担
っ
た
こ
と
は
自
明
の

こ
と
な
の
だ
。
こ
う
し
た
本
の
企
画
自
体
に
、
近
代
能
楽
史
の
様

相
が
見
て
取
れ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。『
列
伝
』
発
刊
の

歴
史
的
意
味
に
つ
い
て
は
、
機
会
を
改
め
て
取
り
上
げ
た
い
と
思

う
。

　

大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
の
邦
楽
洋
楽
両
分
野
の
演
奏
家
を
集

め
た
『
大
観
』
で
は
、「
関
係
者
並
愛
好
家
」
の
部
が
別
に
設
け

ら
れ
、
金
太
郎
も
こ
こ
に
置
か
れ
て
い
る
。『
列
伝
』
ほ
ど
特
異

で
は
な
い
が
や
は
り
、
愛
好
家
を
受
容
者
と
し
て
ば
か
り
で
は
な

く
、
音
楽
界
の
一
翼
を
担
う
存
在
と
し
て
認
知
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
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お
わ
り
に

　

良
質
で
画
期
的
な
謡
本
を
刊
行
し
た
梅
洲
と
い
う
人
物
が
一
人

の
若
い
素
人
だ
っ
た
こ
と
は
、
少
な
か
ら
ぬ
驚
き
だ
っ
た
。
が
、

彼
の
早
熟
で
優
秀
な
経
歴
を
知
り
、
ま
た
資
料
の
端
々
か
ら
明
治

の
素
人
達
の
活
気
を
感
じ
る
に
つ
れ
、
そ
の
驚
き
も
納
得
の
い
く

も
の
と
な
っ
た
。
彼
の
謡
本
の
効
力
は
確
か
に
僅
か
一
時
期
の
も

の
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
彼
の
謡
本
刊
行
が
節
付
改
革
に
先
鞭

を
つ
け
、
そ
の
後
の
急
速
な
改
革
を
導
い
た
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。

そ
の
先
駆
性
と
と
も
に
、「
小 

梅
洲
」
こ
と
小
川
勘
助
の
名
は
謡

本
史
の
一
隅
に
記
憶
さ
れ
て
然
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

梅
若
家
の
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
尽
力
し
た
勘
助
は
近
代
の
能
楽
復

興
を
支
え
た
多
く
の
素
人
の
典
型
と
言
え
よ
う
。
勘
助
自
身
の
経

歴
や
、
謡
本
刊
行
に
至
る
具
体
的
経
緯
、
玄
人
へ
の
支
援
の
内
容

や
稽
古
の
実
際
な
ど
、
明
治
の
能
楽
の
実
態
に
直
結
す
る
問
題
に

つ
い
て
本
稿
で
は
未
調
査
で
、
補
説
と
言
い
つ
つ
更
に
課
題
を
残

す
こ
と
に
な
っ
た
。
引
き
続
き
調
査
し
た
い
。
ま
た
、
入
門
規
定

と
稽
古
階
梯
の
あ
り
方
な
ど
能
楽
社
会
の
構
造
の
問
題
は
、
当
然

な
が
ら
能
の
目
指
す
表
現
や
芸
術
的
精
神
に
も
関
わ
る
も
の
で
あ

る
。
近
代
能
楽
史
の
問
題
と
し
て
、
こ
れ
ら
諸
点
の
解
明
に
も
取

り
組
ん
で
ゆ
き
た
い
。

　

本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
三
浦
裕
子
氏
か
ら
数
々
の
ご
教
示
を
い

た
だ
い
た
。
ま
た
「
入
門
」
概
念
の
変
遷
に
つ
い
て
、
藤
田
隆
則

氏
か
ら
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

注

（
1
）	

拙
稿
一
二
頁
「
第
一
章 

Ⅲ 

初
世
梅
若
実
の
節
付
本
」。
筆
者
は
鴻

山
文
庫
蔵
本
（
一
四
10
）
を
閲
覧
し
た
。
な
お
前
稿
で
こ
の
本
の

所
蔵
者
を
「
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
鴻
山
文
庫
」
と
し
た
が
、
こ

れ
は
誤
り
で
、
正
し
く
は
「
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
」
で
あ
る
。
こ

こ
に
訂
正
す
る
。

（
2
）	

一
九
六
五
、
わ
ん
や
書
店
。

（
3
）	

一
九
一
五
、
雑
誌
『
謡
曲
界
』
に
連
載
。『
古
今
謡
曲
解
題
』（
丸

岡
桂
、
一
九
八
四
、
古
今
謡
曲
解
題
刊
行
会
）
に
再
録
。

（
4
）	『
大
日
本
書
画
名
家
大
鑑
』（
一
九
七
五
、
第
一
書
房
）、『
大
日
本

人
名
辞
典
』（
一
九
七
七
、
講
談
社
）
等
に
立
項
さ
れ
て
い
る
。

『
日
本
人
名
大
辞
典
』（
二
〇
〇
一
、
講
談
社
）
で
は
以
下
の
通
り
。

「
中
川
憲
斎
。
一
七
九
一
─
一
八
六
七
。
江
戸
時
代
後
期
の
書
家
。
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寛
政
三
年
生
ま
れ
。
中
川
南
山
の
子
。
江
戸
の
人
。
慶
応
三
年
一

月
一
〇
日
死
去
。
七
七
歳
。
名
は
文
彰
。
字あ

ざ
な

は
聃
卿
。
通
称
は

文
十
郎
。
別
号
に
日
本
書
堂
。
著
作
に
『
憲
斎
』」。

（
5
）	

初
代
梅
若
実
著
、
五
六
代
梅
若
六
郎
・
鳥
越
文
蔵
監
修
、
梅
若
実

日
記
刊
行
会
編
、
二
〇
〇
二
─
二
〇
〇
三
、
八
木
書
店
、
全
七
巻
。

（
6
）	『
鴻
山
文
庫
蔵
能
楽
資
料
解
題　

上
』（
一
九
九
〇
、
法
政
大
学
能

楽
研
究
所
）
で
は
、
梅
洲
を
「
梅
若
派
の
玄
人
で
あ
ろ
う
が
、
不

明
確
」
と
し
て
い
る
。

（
7
）	『
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
15
～
19
号
に
五
回
に
わ
た
っ
て
連
載

さ
れ
た
。
小
川
勘
助
は
同
書
17
号
、
五
四
頁
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）	『
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
26
・
27
号
に
翻
刻
の
全
文
が
掲
載
さ

れ
、
そ
の
後
『
近
代
に
お
け
る
能
楽
の
伝
授
と
受
容
の
諸
相
─
免

状
に
見
る
梅
若
家
と
素
人
弟
子
─
』（
平
成
25
～
28
年
度
J
S
P
S

科
学
研
究
費
助
成
事
業
研
究
報
告
書
。
研
究
代
表
者
三
浦
裕
子
）

に
改
訂
再
録
さ
れ
た
。
再
録
に
際
し
て
索
引
、
解
題
、
論
考
（
三

浦
氏
）
が
付
さ
れ
た
。

（
9
）	

中
央
通
信
社
刊
『
現
代
人
名
辞
典
』
第
2
版
を
複
製
し
た
も
の
。

一
九
八
七
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
。

（
10
）	

一
九
一
四
、
能
楽
通
信
社
。
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
一
二
〇

名
の
素
人
の
謡
曲
家
の
経
歴
を
載
せ
る
。

（
11
）	

小
川
金
太
郎
は
梅
若
万
三
郎
の
弟
子
で
、「
人
名
解
説
」（
注
7
）

に
番
号
籍
9
0
4
と
し
て
立
項
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
『
列
伝
』

の
記
事
を
加
え
て
補
遺
が
な
さ
れ
、「「
梅
若
六
郎
家
蔵
『
門
入
性

名
年
月
扣
』
翻
刻
お
よ
び
人
名
解
説
」
人
名
索
引
・
補
遺
」（『
能

楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
20
号
）
に
再
掲
さ
れ
た
。

（
12
）	

一
九
二
七
、
日
本
名
鑑
協
会
。
復
刻
増
補
版
と
し
て
『
昭
和
前
期

音
楽
家
総
覧
『
現
代
音
楽
大
観
』
上
・
下
』
二
〇
〇
八
、
ゆ
ま
に

書
房
。

（
13
）	『
謡
曲
界
』
昭
和
一
六
年
一
二
月
号
。
油
谷
光
雄
「
過
去
帳
・
近
代

能
楽
史
の
人
々
」（『
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
8
号
）
に
補
綴

の
上
再
録
。

（
14
）	

現
在
は
多
く
の
流
儀
で
「
入
門
」
の
定
義
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、

入
門
以
前
に
稽
古
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
曲
目
や
入
門
後
の
稽

古
の
階
梯
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

（
15
）	「
梅
若
六
郎
家
蔵
『
伝
授
免
状
扣
』（
全
）
解
題
」（『
近
代
に
お
け
る

能
楽
の
伝
授
と
受
容
の
諸
相
─
免
状
に
見
る
梅
若
家
と
素
人
弟
子

─
』
一
〇
六
頁
）
注
8
参
照
。

　

本
稿
は
平
成
28
～
30
年
度
J
S
P
S
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤

研
究
（
C
）「
能
の
略
式
演
奏
の
歴
史
と
現
在
─
新
し
い
演
出
形
態

を
構
想
す
る
た
め
に
」（
研
究
課
題
番
号
J
P
1
6
K
0
2
2
4
5
）

の
研
究
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。


